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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月24日(2008.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】
　（ａ）ピペリレンモノマーの組み合わせを含む不飽和脂肪族モノマーを含む、Ｃ５炭化
水素を主とした第１の流れ；
　（ｂ）イソオレフィンモノマーを含む炭化水素の第２の流れ；及び
　（ｃ）ジカルボン酸又は酸無水物を含む酸の流れ；
の反応生成物を含んでなる、天然ロジン代替物として適した酸改質炭化水素樹脂であって
、
　ここにおいて、前記イソオレフィンモノマーの前記不飽和脂肪族モノマーに対する重量
比が、約０．２５／１ないし約０．７５／１であり、そして前記ジカルボン酸又は酸無水
物の前記不飽和脂肪族モノマー及び前記イソオレフィンモノマーに対する重量比が、約０
．１５ないし約０．４５であり、それによって約３０ないし約１７０ｍｇＫＯＨ／ｇの酸
価及び約４０℃ないし約１４０℃のメトラー（ｍｅｔｔｌｅｒ）滴下軟化点を有する樹脂
を製造する、前記樹脂。
　　【請求項２】
　前記樹脂が、約１４０ないし約１７０ｍｇ　ＫＯＨ／前記樹脂ｇの酸価及び約７０℃な
いし約９５℃のメトラー滴下軟化点を有する、請求項１に記載の樹脂。
　　【請求項３】
　前記樹脂が、約６００ないし約１，２００ダルトンのＭｎ、約９００ないし約３，００
０ダルトンのＭｗ、約１，０００ないし約７，０００ダルトンのＭｚ、及び約１．０ない
し約３．０の多分散度を有する、請求項１に記載の樹脂。
　　【請求項４】
　前記樹脂が、約６００ないし約８００ダルトンのＭｎ、約９００ないし約１，２００ダ
ルトンのＭｗ、約１，０００ないし約１，５００ダルトンのＭｚ、及び約１．２ないし約
２．０の多分散度を有する、請求項１に記載の樹脂。
　　【請求項５】
　前記樹脂が、約１，０００ないし約１０，０００ｍＰａ・ｓの１２０℃におけるブルッ
クフィールド粘度を有する、請求項１に記載の樹脂。
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　　【請求項６】
　前記樹脂が、約１，５００ないし約３，０００ｍＰａ・ｓの１２０℃におけるブルック
フィールド粘度を有する、請求項１に記載の樹脂。
　　【請求項７】
　前記イソオレフィンモノマーが、イソブチレン、イソアミレン及びこれらの組み合わせ
からなる群から選択される、請求項１に記載の樹脂。
　　【請求項８】
　前記イソオレフィンモノマーの前記不飽和脂肪族モノマーに対する重量比が、約０．３
５／１ないし約０．５０／１である、請求項１に記載の樹脂。
　　【請求項９】
　前記ジカルボン酸又は酸無水物が、無水マレイン酸である、請求項１に記載の樹脂。
　　【請求項１０】
　（ａ）ピペリレンモノマーの組み合わせを含む不飽和脂肪族モノマーを含む、Ｃ５炭化
水素を主とする第１の流れを用意し；
　（ｂ）イソオレフィンモノマーを含む炭化水素の第２の流れを用意し；
　（ｃ）前記流れを混合して、約０．２５／１ないし約０．７５／１の前記イソオレフィ
ンモノマーの前記不飽和脂肪族モノマーとの重量比を得て；
　（ｄ）前記混合した流れを、約２５ないし約７５℃の温度で重合して、コポリマー樹脂
を形成し；
　（ｅ）前記ポリマー樹脂を、ジカルボン酸又は酸無水物で、約０．１５ないし約０．４
５の前記ジカルボン酸又は酸無水物と前記不飽和脂肪族モノマー及び前記イソオレフィン
モノマーの重量比で酸性化し；
　（ｆ）前記酸改質コポリマー樹脂を回収すること；
を含む、約３０ないし約１７０ｍｇ ＫＯＨ／ｇの酸価及び約４０℃ないし約１４０℃の
メトラー滴下軟化点を有する、酸改質ポリマー樹脂の製造方法。
　　【請求項１１】
　前記ジカルボン酸又は酸無水物が、無水マレイン酸である、請求項１０に記載の方法。
　　【請求項１２】
　前記イソオレフィンモノマーが、イソブチレン、イソアミレン及びこれらの組み合わせ
からなる群から選択される、請求項１０に記載の方法。
　　【請求項１３】
　更に、前記流れを、緊張性（ｃａｔａｌｏｎｉｃａｌｌｙ）に重合するために、約０．
１ないし約８％のフリーデル－クラフツ触媒を供給する工程を含む、請求項１０に記載の
方法。
　　【請求項１４】
　前記流れの前記混合が、約０．３５／１ないし約０．５０／１の前記イソオレフィンモ
ノマーの前記不飽和脂肪族モノマーとの重量比であり、そして更にここにおいて前記酸改
質ポリマーが、約１４０ないし約１７０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇの酸価及び約７５℃ないし約９
５℃のメトラー滴下軟化点を有する、請求項１０に記載の方法。
　　【請求項１５】
　前記酸改質ポリマーが、１２０℃において、約１，５００ないし約３，０００ｍＰａ・
ｓのブルックフィールド粘度を有する、請求項１４に記載の方法。
　　【請求項１６】
　前記酸改質ポリマーが、約６００ないし約８００ダルトンのＭｎ、約９００ないし約１
，２００ダルトンのＭｗ、約１，０００ないし約１，５００ダルトンのＭｚ、及び約１．
２ないし約２．０の多分散度を有する、請求項１４に記載の方法。
　　【請求項１７】
　請求項１０に記載の方法によって製造された、天然ロジン代替物として適した酸改質炭
化水素樹脂。
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